
©
20

21
 D

as
sa

ul
t S

ys
tè

m
es

. A
ll 

ri
gh

ts
 re

se
rv

ed
. 3

D
EX

P
ER

IE
N

CE
、

Co
m

pa
ss

 ア
イ
コ
ン
、

3D
S 
ロ
ゴ
、

CA
TI

A
、

B
IO

VI
A
、

G
EO

VI
A
、

SO
LI

D
W

O
R

KS
、

3D
VI

A
、

EN
O

VI
A
、

N
ET

VI
B

ES
、

M
ED

ID
A

TA
、

CE
N

TR
IC

 
P

LM
、

3D
EX

CI
TE
、

SI
M

U
LI

A
、

D
EL

M
IA

 お
よ
び

 IF
W

E 
は
、

D
as

sa
ul

t S
ys

tè
m

es
（
フ
ラ
ン
ス
の

 “
so

ci
ét

é 
eu

ro
pé

en
ne

”（
ベ
ル
サ
イ
ユ
商
標
登
録
番
号

 B
 3

22
 3

06
 4

40
））
、ま
た
は
米
国
ま
た
は
そ
の
他
の
国
に
お
け
る
子
会
社

の
商
標
ま
た
は
登
録
商
標
で
す
。そ
の
他
の
ブ
ラ
ン
ド
名
や
製
品
名
は
、各
所
有
者
の
商
標
で
す
。

D
as

sa
ul

t S
ys

tè
m

es
 ま
た
は
そ
の
子
会
社
の
商
標
を
使
用
す
る
場
合
は
、同
社
の
書
面
に
よ
る
明
示
的
な
承
諾
が
必
要
で
す
。

「当社のお客様の多くはすでにこのプラットフォームを使用して
おり、当社が同じツールに投資したのを見て、とてもよい印象を
持っているようです。設計上の問題を解決し、プロジェクトを順調
に進めることができるように、情報、技術部品、図面を瞬時に共有
できます。明日、何を作るのか今日にはわからなくても、想像力を
働かせるためのコンディション作りをすることは毎日できます」

「私たちは、1つの共通の環境の中で、全員が仕事できる
ようにしたかったのです。それを実現してくれたの
が、3DEXPERIENCEプラットフォームです。見積から生産
までの製品開発プロセス全体をまとめ、隔たりを解消し、
コミュニケーションを向上させることができました」 

必要なものをすばやく見つけることができます。どこにいても、どのようなデバイスを使っていても、
シミュレーション結果から製品設計までの 製品関連の情報をコミュニティや3DDriveの中からすぐに見
つけ、アクセスすることができます。販売代理店に今すぐお問い合わせください。また、次のサイトも
ご覧ください：SOLIDWORKS.com/CollaborativeDesignerforSW

– Nowy Styl社、ITおよびビジネス アナリスト ディレクター、 
Mariusz Sobocinski氏

– Viraver社、CEO、Marco Mazzarolo氏

早わかり：Collaborative 
Business Innovator

1

2

3

4

5

ダッシュボードやコミュニティを介して、チーム間をつなぎ、鍵を握る重要な関係者との間のリアルタイム コラボレーショ
ンを促進し、継続的にイノベーションを生み出せるような枠組みを築くことができます。 

バリュー ストリーム内のすべてのユーザーをしっかりと結びつけます。担当間を隔てる壁を取り払い、設計、エンジ
ニアリング、製造、調達、販売、マーケティング、サプライ チェーンの各パートナーをソーシャル コミュニティに集
結させてコラボレーションを確立することで、イノベーションを促進します。

一人ひとりに合わせたユーザー体験を創出します。直感的なダッシュボードとアプリケーション ウィジェットの構造
を備えており、情報へのアクセスと生産性が最大限に高くなるように、ワークスペースをカスタマイズできます。 

すぐに導入でき、柔軟に拡張できます。クラウドを導入しているため、コストのかかるITサポートを必要とせずに組織を立
ち上げ、運営にすぐに取り掛かることができます。また、ビジネス ニーズの拡大に応じて、設計、シミュレーション、製
造の各アプリケーションを簡単に機能拡張したり、新しく加えたりすることができます。 

マルチメディア コラボレーションが強化されています。各種のメディア（ビデオ、画像、PDF）を共有できるほか、
音声通話とビデオ通話の両方で画面を共有することができるので、設計レビューの効果と効率が高まります。

CADを使用せずに3次元設計を検討できます。CADライセンスがなくても、アセンブリ部品を閲覧、注記、計測するこ
とによって設計の理解とコラボレーションが最大限に高まります。 

https://www.solidworks.com/ja/media/collaborative-designer-solidworks

